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心で納得せず、理屈で行動してみても、成果が出な
いことを思い知った昨年1年間でした。年末にやっ
と気持ちの転換ができて腑に落ちました。腑に落ち
ると俄然やる気が出てくるし、失敗しても、また
やってみよう、と思える。今年はこの気持ちを持続
させること、「継続」に力を注ぎます。

（理事・三崎亜紀子）

言わなくても、そのくらいわかるでしょ。
職場でよく聞く言葉。いえ、言わなければわからな
いし、学ばないんですよ。
日本人はいつからそんなに傲慢になってしまったの
でしょう？今の日本に一番欠けているのが、人を育
てること。人を育てないで、日本の成長なんてあり
えないと思います。 （理事・阿部名保子）

パルひろばに集う人達の笑顔を見ると、幸せって何
だろうと考えます。人生をこんなに楽しく賑やかに
過ごしたいな。そんな幸せの場を担う「パルひろ
ば」に携われる喜びを感じます。今年も多くの笑顔
と会える日が楽しみです。 （事務局・田谷弘子）

世の中の速度は気にせず、自分の速度で目の前のこ
とを確実に生きれば、逆に何事も自分に追いついて
くる！…などと思った昨年。今年の目標は「確実に
マイペース」です。 （事務局・工藤久美子）
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新年を迎えることができました（感謝）。壁にぶち
あたった時､早期に「成るようになる」という切り
替えが得意な私ですが､今年は「何とかせにゃいか
ん」を持続させなければなりません（覚悟）。

（副代表理事・関根啓子）

「女性が輝く社会」を謳う安倍政権は、一方で、賃
金の低いパート勤務の主婦からも税金取る政策を打
ち出し、アメリカで始まったウーマンリブの運動が
実は女性から税金を取るために仕掛けられたという
話とオーバーラップする。今年は、女性も男性も真
に輝く社会の実現を願いたい。（理事・馬場悦子）

今『里山資本主義』（藻谷浩介・ＮＨＫ広島取材班
角川新書）を読んでいます。田舎には田舎ならでは
の力があることを示してくれます。読んでいて楽し
くなります。是非お勧めします。今年もよろしくお
願いいたします。 （理事・奥田公恵）

５年ほど前から週末に農業に通い、住居もかまえた
栃木県塩谷町が、福島第１原発から放出された放射
性（指定）廃棄物の最終処分場候補地に選定されま
した。この国ではもはやどこにいても原子力の問題
から逃れられないようです。であれば、考え、行動
するのみ。 （理事・村上正子）

NPO・えんは、女性のキャリア実現・市民活動・まちづくりをサポートします。

NPO・えん ニュースレター “まりーむ”

あけましておめでとうございます。昨年は、えんが活動拠点としている江東区辰巳地域にとって、変化のス
タートとなった1年でした。築40年を超える都営住宅の再開発が始まり、老朽化した住宅の取り壊しにより去っ
ていく人、留まる人、民間のディベロッパーの集合住宅に引っ越して来る人、新旧の住民が入り混じっています。
また、駅前には生協辰巳店に変わり、スーパーマーケットがオープンし、約半年が経ちました。新しい年を迎

えて、これからこの地域はどのように変貌していくのでしょうか。世の中全体が混沌として先行きが見えない今、
現実は厳しいものだと思いますが、未来のまちづくり、そして女性の社会進出サポートの一端を担うべく、今年
も活動して参ります。



NPO・えん 自主事業

えんカレッジの進捗報告

2014年11月15日～21日の1週間、地域の交流を
目的にサークルの活動発表や一般の方に参加いた
だいてセミナー、イベントを開催しました。この
間にひろばをご利用いただいた方は延べ人数で
200人以上になり、友人に誘われて初めて利用さ
れた方もいました。
ひろばには様々な活動があります。15日に開催

した終活セミナー「断捨離のススメ」ではどのよ
うに物を整理していくかについて具体的に話しが
ありました。また、江東区を中心に活動する朗読
グループ「座・深川」の朗読劇では三味線も入っ
て芥川龍之介の「蜘蛛の糸」他を迫力たっぷりに
演じました。

その他、フラダンスサークルのメンバーがうた
ごえ喫茶に飛び入り参加し、ダンスを披露したり、
地域の方が手仕事サロンや抹茶サークル、さくら
辰巳会のメンバーの「さるぼぼ」作りなどに参加
しました。また絵習字、川柳、水彩画などの作品
を鑑賞しながら、会話が進みました。

交流ウィークを通じて普段は、参加することの
ないサークル活動を知ることで興味を持っていた
だくことができ、ひろばの活動を広く知っていた
だくいい機会となりました。
これからもひろば活動を通じて地域の皆さんの

交流や活動のお手伝いをしていきます。

（田谷）

多世代交流ひろば

パルひろば辰巳
交流ウィークを通して

「美筋リフトアップ」講座ではなりたい顔を全員で確認。

女性のキャリア実現のサポートを主な目的にし
たえんカレッジ（encourage)。秋の講座を開催し、
計51名の方が参加しました。
＜10/23・10/30＞心理学からアプローチする「話
し方＆コミュニケーション」（講師：フリーキャ
スター・日本語教師 橋谷 能理子さん、TBS系列
サンデーモーニングに出演中）は、情報・報道番
組で培った経験を活かし、信頼関係の作り方から
人を動かす話術まで、仕事や家庭で役立つコミュ
ニケーションを参加者と一緒に体感する実践的な
講座になりました。
＜10/31・11/7＞子供の「自分でやる」を増やし
て、ママがラクになるコミュニケーション～「子
供の自主性がアップする魔法」（講師：（財）生
涯学習開発財団認定コーチ やまざき みどりさ
ん）では、様々なワークをとおして、①聴く②質
問③子供のタイプ別にあるがままを認める、の3
つのプロセスの大切さを確認し、学びあいました。
＜11/6＞見た目年齢をもっと自由に！～「美筋リ
フトアップ」（講師：NPO法人プラチナ美容塾
代表理事 伊藤 文子さん）は、経験に裏打ちさ
れた実技指導で、効果が実感できるセルフケア講
座になりました。

1月以降のスケジュールは、◆1/31「ソーシャ
ルメディアを使って情報発信力アップ！」講師：
市川 裕康さん(株)ソーシャルカンパニー代表取
締役◆2/3「個人事業主のための確定申告」講
師：細谷 有子さん（税理士・行政書士） ◆3/3
「プラチナ美容塾一日体験第2弾」講師：伊藤 文
子さん（NPO法人プラチナ美容塾代表理事）など。
参加者募集中です。
活動に関する最新情報は、

Blog: ameblo.jp/npo-en/
FB: www.facebook.com/npo.en.japan
をチェックして下さい。 （根本）



大切なのはオープンな場で議論すること

―高木仁三郎さんの生き方に勇気をもらう―

2011年3月に福島第一原発事故が発生した際、
いま何が起きているのか、これからどうなるの
か、多くの人が情報集めに苦労したのではない
か。政府や既存メディアから発信される情報で
は分からない、信頼できないとして、多くの市
民がアクセスした先のひとつが「原子力資料情
報室（CNIC）」であった。事故後しばらく、
CNICの電話はパンク状態でなかなかつながらず、
Ustreamでの配信映像のアクセス数は１万を越
えることも珍しくなかった。

CNICは1975年、日本各地で原発建設や計画が
進められる中、国や原子力産業から独立して、
市民の立場に立ち、原子力のリスクに関する情
報を発信することを目的に設立された非営利組
織だ。私が所属する組織の創設者である高木仁
三郎さん（1938-2000）は、長年CNICの代表を
つとめ、「市民の側に立つ科学者・専門家」と
して、反原発運動の最前線に身を投げ出し、癌
で命尽きるまで原発の問題性を訴えた人だ。

当時は、今よりも原子力に関する情報が覆い
隠される一方で、その「夢のエネルギー」に対
する期待は大きく、膨大な広告費を投じて形成
された「安全神話」が幅をきかせていた時代だ。
その中で「異論」を唱え続けるのは並大抵のこ
とではなかっただろう。福島での原発事故後、
これほど「原発の何たるか」が白日の下にさら
されていても、原発について議論することが難
しい現状を前に、なおさらそうした思いを強く
している。

原発というのは、核の問題と密接にかかわっ
ており、情報には非常に統制がかかりやすい。
また、巨大産業化した業界がその権益を守るた
めに手練手管を弄するのは、ある意味当然なの
かもしれない。しかし、その原発によって十万
を超す人々が家、土地、職を奪われ、家族や友

人との離散・分断を強いられ、将来への健康不
安を抱えることとなった。原発のサイトでは今
も原子炉からの放射能流出が続いている。その
ことを、日本中皆が、知っているのである。

今年、事故原因や責任の所在が曖昧にされた
まま、原発の再稼動が始まろうとしている。原
発に賛成、反対、とにかくわからないなど、い
ろいろな立場があっていい。私たちはもう一度
立ち止まり、原発についての議論を深めること
ができないだろうか。大量に残される核のごみ
（放射性廃棄物）の問題をテーマにしてもいい。
原発の現実を目の当たりにし、多くの情報を手
にした今、皆が高木さんの10分の1の勇気を持
てば、脱原発社会の実現は難しくないと私は
思っている。

高木さんがこだわったのは、「科学を市民の
手に取り戻す」ということであった。すでに、
原子力の今後の利用を検討する政府の審議会の
構成メンバーは、原発推進を了とする人が多数
を占めるようになってしまった。そこは、科学
的に公平・公正な議論がなされる場ではない。
そうした場をつくるのは、私たちしかいない。

村上正子

NPO・えん理事

高木仁三郎市民科学基金事務局

http://www.takagifund.org/

会員寄稿



■NPO・えん会員状況(2014年12月10日現在)会員数63名[正会員数31名/参助会員32名（内団体２）]

編集だより

年の瀬が慌しいのはいつものことですが、助成金やら事業計
画など、来年度のことばかり考えていて、今のことをすっか
り忘れてしまいそうになります。とはいえ、あんなことやり
たいね、こんなことしたいね、と夢を語ることは楽しいもの
です。想う力はパワフルなので、休暇のうちに新年の抱負を
しっかり設定しようと思います。皆さんの2015年の夢は何で
すか？（F)

NPO・えん第58回理事会報告

「NPO・えん第59回理事会」は2014年12月2日(火)、理事3

名、事務局スタッフ1名の計4名の出席を得て、NPO・えんの

事務所において15時より開催されました。「報告事項」とし

て（１）事業報告、（２）助成金申請、（３）今期経費報告

及び来期収入見込みについて、がスタッフにより行われ、す

べて承認されました。「協議事項」として研修会ついて協議

されました。理事会は17時10分に無事に閉会しました。

＊は、パルシステム東京の受託事業です

エヌピーオーえん

5339909

NPO・えんの活動

活動報告

10月 1 万里夢６３号 発行

1 パルひろばイベントカレンダー発行＊

2 姿勢改善＆ストレッチ 開催＊

8・9 囲碁教室＊

14 辰巳ママのさろん 台風のため中止＊

18 暮らしの相談室 開催＊

21 手芸サロン 開催＊

23 えんカレッジ：話し方講座 開催

27 メールマガジン発行

28 ランチ会 開催＊

30 えんカレッジ：話し方講座 開催

31 えんカレッジ：子育てコーチング講座 開催

11月 1 パルひろばイベントカレンダー発行＊

6 えんカレッジ：美筋リフトアップ講座 開催

6 姿勢改善＆ストレッチ 開催＊

7 えんカレッジ：子育てコーチング講座 開催

12 辰巳ママのさろん 開催＊

15～21 パルひろば辰巳交流ウィーク2014開催＊

15 スペシャルセミナー断捨離のススメ！＊

18 朗読劇／手芸サロン 開催＊

19 気功体験／フラダンス発表／うたごえ喫茶＊

20 さくら辰巳サロン 開催＊

21 抹茶体験 開催＊

25 まごころ食事会 開催＊

12月 1 パルひろばイベントカレンダー発行＊

2 えん第59回理事会 開催

4 姿勢改善ストレッチ 開催＊

8 辰巳ママのさろん 開催＊

9 ランチ会 開催＊

16 手芸サロン 開催＊

19 クリスマスコンンサート 開催＊

20 暮らしの相談室 開催＊

20 メールマガジン発行

1/27～1/4年末年始休業

予定
2015年 1 万里夢６４号 発行

1月 5 パルひろばイベントカレンダー 発行＊

8 姿勢改善＆ストレッチ＊

13 辰巳ママのさろん＊

17 暮らしの相談室＊

20 手芸サロン＊

23 うたごえ喫茶＊

27 まごころ食事会＊

31 えん第60回理事会＆研修会

2月 1 パルひろばイベントカレンダー 発行＊

3 えんカレッジ：確定申告講座

5 姿勢改善＆ストレッチ＊

10 辰巳ママのさろん＊

17 手芸サロン＊

21 暮らしの相談室＊

24 ランチ会＊

3月 1 パルひろばイベントカレンダー 発行＊

3 えんカレッジ：美容講座

5 姿勢改善＆ストレッチ＊

9 辰巳ママのさろん＊

17 手芸サロン 開催＊

21 くらしの相談室＊

24 まごころ食事会＊


